
高音域は演奏方法により
限度は異なります
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監修 ： 吉川 茂（工学博士・九州大学大学院 芸術工学研究院教授）
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トランペットを演奏するとき、奏者は肺の空気を口内に送り

込みます。空気は逃げ場を求めて両唇のわずかな隙間

から、勢いよく吹き出ます。この時、唇が小刻みにふるえ、

これがマウスピース内の空気を振動させます。ですから

唇の操作が、音域の広がりを作ります。例えば、唇を程良

くマウスピースに押しつけて、強く吹くと高音域、弱く吹くと

低音域に。このように唇の振動が音を作り出すため「リップ

リード※」楽器とも呼ばれるのです。 ※ リードとは発音源のこと。

マウスピースから伝わった振動は管（空気体）の中を出口

に走ります。そして、ベルの広がっていく部分で、管内部

から徐々 に管外部の外気（異

なった伝達特性を持つ空気）

に触れていき、あるところで

反射・放射が同時に起こり

ます。この放射波が音とし

て私たちの耳に聞こえるのです。一方、反射波はマウスピ

ースの方に伝わり、圧力として唇に返ります。同じことを繰

り返し（音波の往復）、特定の周波数を共鳴させます。

ところで、音の性質や

音程を作るのに、ベル

の広がりの角度が重

要です。この広がりの

おかげで、ベルの内部

は外気とは性質が異

なり、多様な反射点を

生じ、共鳴音も多様に生まれ、幅広い周波数を

生むことができるのです。ベルの特性として、低

い周波数の音は円錐形部分（＝内側）で、高

い周波数の音ほど開いた部分（開端部＝外側）

で反射します。すなわちベルは音波の周波数

が高いほど長い管としての特性を発揮。逆に低い周波数

では短い管としての特性を持っています。このように、ベル

の角度とともに、奏者の唇、その振動を受け管に伝えるマ

ウスピース等の働きにより、広い音域が可能になりました。

しかし唇操作だけでは出せない音が多くあります。これを埋

めて美しい音階をつくるための装置が「ピストンバルブ」です。

その仕組みは下の図のように、3つのピストンバルブで空気

体（管）の長さを変えます。第1、2、

3ピストンバルブはそれぞれ2半

音（1音）、1半音、3半音（1音半）

の音程に相当する長さを持って

います。例えば、ソからファにする

ときは2半音（1音）下がる第1ピストンを押します。このように

半音を構成できるということで、正確でなめらかな音階が生

み出せます。ただ、ピストンの運指だけでは不十分で、さら

に微妙な調整をするため、第1抜差管は左手の親指で、

第3抜差管は左手の薬指でトリガーをスライドさせて長さ

を微調整。これらの機能を有効に使い、約3オクターブの

音域が演奏できるのです。

材質には、銅と亜鉛を混ぜた真鍮、銅と亜鉛にニッケルを加

えた洋白などがあります。いずれも熱により柔らかくなり、管を

曲げたり、細かい加工がしやすく、しかも軽く、音をよく響か

せます。さらに、より豊かで輝かしい響きを生み出すために、

表面を金や銀でメッキされたものが頻繁に使用されています。

トランペットが印象的な作品
○ハイドン「トランペット協奏曲 変ホ長調」　

○アンダーソン「トランペット吹きの休日」

 

 

「アイーダ」（ヴェルディ作曲）では王様の登場場面にトランペットが高らかに響きます。

またメンデルスゾーンの「結婚行進曲」はファンファーレから始まります。このトランペッ

トは、金管楽器の高音域を受け持ち、迫力のある輝かしい音が特徴です。

管体は唇を当てるマウスピースからピストンバルブのある金属管を経て、円錐形部

分（ホーン）につながり、朝顔のように急に広がるベルまで続いています。これらの

各部が相まって独特な音を作ります。さて、いろいろな基本音階を持ったトランペ

ットがありますが、ここではクラシックからジャズまで幅広く使われるB♭トランペット

（B♭管）※で説明しましょう。 ※ 基本の音階を「B♭（変ロ調）」にしたトランペットのこと。

クラシック音楽と科学。一見、無縁のようですが、クラシックの演奏に欠かせな
い楽器や、愛されつづける名曲には、科学で解明したくなる、不思議な世界が
あるのです。少しのぞいてみましょう。クラシック音楽がもっと楽しくなりますよ。

Copyright©2010 Rohm Music Foundation
本資料の一部、または全部の無断複製・転載を禁止します。

〒615－0044　京都市右京区西院西中水町1　TEL（075）311－7710　FAX（075）311－0089

www.rohm.co. jp/rmfwww.rohm.co. jp/rmf 小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクトXI　２０１１年３月１３日（神奈川）、１６日（愛知）、１９日（滋賀）、２４日（東京）共催公演情報 京都市交響楽団　定期演奏会　第５４２回：２０１１年１月２１日（京都）ローム協賛公演情報

本社/〒615－8585　京都市右京区西院溝崎町21　TEL（075）311－2121　FAX（075）315－0172

第3ピストンバルブ

第2ピストンバルブ

マウスピース

ウォーター・キー
第3抜差管

トリガー

ベル

フィンガー・フック

トリガー

チューニング・スライド

第1抜差管

第2抜差管

マウスパイプ

第1ピストンバルブ

vol03.pdf
vol05.pdf

